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野
仏
の
里
（
富
山
市
）

旧
飛
騨
街
道
東
路
の
面
影

　

富
山
か
ら
飛
騨
高
山
に
通
じ
る
道
は
、

飛
騨
街
道
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
藩
政
初

期
は
、
富
山
↓
布
市
↓
東
笹
津
↓
神
通

川
右
岸
の
舟
渡
、東
猪
谷
等
↓
高
山（
東

路
）
と
、
五
福
↓
城
生
↓
神
通
川
左
岸

の
楡
原
、
庵
谷
等
↓
高
山
（
西
路
）
の

２
つ
が
『
越
中
道
記
』
に
書
か
れ
て
い

る
と
い
う
。

　

幕
末
の
天
保
７
年
（
１
８
３
６
）
の

状
況
は
、『
増
補
大
路
小
経
』（
石
黒

信
由
著
）
に
よ
る
と
、
本
道
、
中
往
来
、

東
路
の
３
つ
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
、
富

山
↓
最
勝
寺
↓
栗
山
↓
八
木
山
↓
東
笹

津
を
通
り
、
本
道
は
神
通
川
を
舟
で
渡

り
、
楡
原
↓
西
猪
谷
↓
蟹
寺
↓
古
川
↓

高
山
の
コ
ー
ス
、
中
往
来
は
、
本
道
の

途
中
の
蟹
寺
で
宮
川
を
籠
の
渡
で
越
え
、

船
津
を
経
て
高
山
に
至
る
コ
ー
ス
、
東

路
は
、
笹
津
か
ら
神
通
川
・
高
原
川
の

東
岸
沿
い
を
通
り
、
船
津
を
経
て
高
山

に
出
る
コ
ー
ス
で
あ
っ
た
。

　

富
山
と
飛
騨
の
交
易
は
当
初
、
東

路
が
中
心
だ
っ
た
が
、
富
山
藩
の
成
立

と
町
の
整
備
に
と
も
な
い
、
富
山
町

と
笹
津
間
が
直
線
と
な
り
、
西
路
が
栄

え
、
さ
ら
に
中
往
来
が
開
か
れ
、
中
心

に
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。
富
山
か
ら

は
、
米
、
塩
、
魚
な
ど
が
運
ば
れ
た
。

　

東
路
に
は
野
仏
が
多
く
見
ら
れ
、「
野

仏
の
里
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
最
大

の
石
仏
群
（
16
体
）
が
集
落
の
南
の
は

ず
れ
に
あ
る
他
、
飛
騨
か
ら
流
入
し

た
と
さ
れ
る
変
わ
っ
た
道
祖
神
が
猪
谷

発
電
所
の
貯
水
池
手
前
右
手
の
民
家
前

に
立
っ
て
い
る
。
そ
の
他
に
も
、
地

蔵
、
大
日
如
来
、
馬
頭
観
音
、
不
動
明

王
、
猿
田
彦
大
神
な
ど
の
石
像
が
あ
る
。

そ
れ
ら
を
見
な
が
ら
歩
い
て
い
る
と
、

ゆ
っ
た
り
し
た
気
持
ち
に
な
れ
る
。

①集落の南のはずれにある最大の石仏群。②男女２神が
寄り添う双体道祖神。（道祖神は、村の守り神、子孫繁栄、
近世では旅や交通安全の神として信仰されている） ③中
央にやさしい顔とこわい顔が並ぶ石仏群。④左は、猿田彦
大神像だそう。右側の像もかわいい。⑤舟渡公民館の左手
に立つ立派な石碑。⑥旧加賀本藩第17代・前田利建氏の
書による「東猪谷関所跡」の石碑。
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「夫婦神像」（道祖神）
姫神が浮気の閻魔帳をつきつけて男神を問いつめてい
るのだという。男神はそしらぬ顔をしてあぐらをかい
ているのがおもしろい。

参
考
／（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）県
民
カ
レ
ッ
ジ
平
成
３
年
度
テ
レ
ビ
放
送
講
座「
道
を
辿
る
〜
街
道
の
歴
史
と
文
化
〜 

第
４
回 

鰤
の
道
・飛
騨
街
道
」（
高
瀬 

保
著
）、「
越
中
の
街
道
と
石
仏
」（
塩
照
夫
著
、北
国
出
版
社
）


